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JIA国際交流活動報告書 

 

■事業名：  建築展 23 日韓合同学生ワークショップ 

■主催者：  公益社団法人日本建築家協会九州支部北福岡地域会 

■協賛・後援：無 

■事業概要：  JIA2020年度新人賞受賞者（魚谷繁礼氏）を講師に迎え、日本と韓国の学生達の課題

への各提案に対して、Webを利用したリモート環境を主としながら、指導を目的とした

中間講評会と講評を目的とした最終講評会をそれぞれ開催致しました。また、併せて

課題及び対象敷地の発表時に魚谷繁礼氏による Webでの公開講演会（韓国語逐次

通訳）も開催致しました。 

            本年度は Web上での日韓学生間の交流を促進するため、互いに相手国の対象地に

提案を行うようなプログラムを検討し実施しました。また、対象地の選定と課題に対して

も、事前検討委員会を設置し、講師である魚谷氏と選抜した日韓の学生達との協議に

より決定しました。 

■事業の目的：日本と韓国の学生達の、課題を通しての交流による相互理解の醸成 

ＪＩＡ新人賞受賞者からの直接指導による教育効果 

コロナ渦の社会状況にあっての教育機会及び新たな教育手法の創出 

Web公開により、一般市民への建築家活動の理解度を高めることへの寄与 

 

■実施場所： Webを利用したリモート開催（北九州市、韓国釜山、福岡市、大分県、京都府他） 

 

■参加者 ： 九州支部 30名（北福岡地域会 20名 他地域会 10名） 

         九州工業大学 11名（2チーム） 

近畿大学福岡 4名 

北九州市立大学 6名 

日本文理大学 9名 

九州産業大学 8名 

九州女子大学 6名 

慶星大学（韓国）9名 

東西大学（韓国）5名 

東亞大学（韓国）5名 

釜慶大学（韓国）5名 

釜山大学（韓国）21名（3チーム） 

その他各大学教授及び関係者 10名 

  



■実施期間： 2021.8.26〜2021.11.20 

■日  程：  8月 26日～9月 18日  学生実行委員会（事前検討委員会 5回） 

10月 3日  魚谷繁礼氏公開セミナー、課題の発表、敷地のプレゼン 

10月 24日  中間講評会、Webによる国際交流会 

11月 20日  最終講評会、表彰式 

 

■報 告 ：  

 

〇課題の意図 

北九州市と釜山広域市は共に近代以降に港を主体として発展した工業都市です。都市の近代化による

人口増加とともに自然発生的に集落や市場が出来ましたが、その後 100年超の月日を経た今、それら

の建築物は文化的な価値観の低い一群として扱われ、現在存続の危機の状況にあります。 

本年度の課題は、長年古都京都で長屋や路地の存続を建築活動の中で実践されてきた魚谷繁礼氏を

お招きして、「保存でも開発でもない継承のあり方」をテーマに、改めて日韓の日常にある建築に対し

て、お互いがその価値を見出し提案する事により、日韓の近代の歴史を含めた相互理解の促進を行う

事を目的としています。 

 

 

〇学生実行委員会について 

本企画開催に関わる事前委員会として、講師である魚谷氏と日韓の学生、指導教諭も含め、お互いの

対象敷地の選定、課題内容の協議等に関して 5回の委員会を開催しました。日韓の課題に対しての意

図の理解がうまくかみ合わず、参加した学生達は国際協議の困難さを体験する良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      日本側対象敷地協議                       韓国側対象敷地協議 

 

 

 

 



〇韓国敷地について（日本側の提案敷地） 

韓国の対象敷地である釜山広域市南区牛岩洞（ｳｱﾑﾄﾞﾝ）地区 「ソマク村」です。漁村であったソマク村

は、日本が韓国を統治した時代に日本向けへの韓国牛の輸出基地（牛舎、牛の検疫舎の建設）として

開発が進み、その後、牛舎を戦後（朝鮮戦争含）の避難民の受け入れ住居として代替しながら増改築が

進められた地区です。現在は都心低所得層への住居地区となっていますが、近代以降の実生活者の歴

史的継続が建築的な変容のカタチとして残っており、「近代史文化空間再生プロジェクト」の対象として、

新たな取り組みが始まっている地区となっています。日本の学生は対象地区に対して取り組む際には、

日韓の歴史問題や現代の釜山における社会的な問題にも対峙する必要があり、国際ワークショップなら

ではの考察と課題を通しての気付きに期待しました。 

 

 

 

 

 

 

 

    牛舎（避難民用住居時）             対象街区（現在） 

 

〇日本敷地について（韓国側の提案敷地） 

日本の対象敷地である北九州市小倉の「旦過市場」は北九州地区にある最大の市場であり、城下町小

倉 400年の歴史を引継ぐ市場であると考えていますが、現状の旦過市場は、他の市場同様に近代以降

の人口増加に伴い自然発生的に成立されており、それ故に既存建築物（木造、金属屋根仕様）の老朽

化と防火面や機能面の不適格状態にあり、行政による再開発事業計画が既に始まっている地区となり

ます。韓国チームには再開発事業計画の概要資料を提示しており、その中で、韓国（他国）の学生達が

客観的に「旦過市場」を評価し提案する事で、改めて「旦過市場」の価値を問うとともに、現在進行されて

いる再開発事業計画に対しても、説得力のある計画が提示できるのではないかと期待しました。 

 

 

 

 

 

 

 

         旦過市場現況                     旦過市場上空写真 

 



〇発表について 

＜日本チーム＞ 

既存に残る牛舎の骨格を残しながら、周辺環境に工夫をこらし、新たなコミュニケーションの創出やあり

方に対して各チームが提案を行いました。但し、デリケートな敷地であったため、提案意図が中途半端に

なる作品も多く、各チームによる完成度の差があったように感じました。 

敷地は旧市街の色合いが濃く、日本ではあまり見られない街区であったので、日本の学生達も敷地を通

して、歴史の推移による街区の成立ちや対象地域のコミュニティについて想像・検討する必要があり、こ

の課題で学べた事も多かった様に感じました。 

＜韓国チーム＞ 

対象敷地の規模の大きさと現再開発事業に対する課題であったため、計画のスケールが大きく、困難な

課題だと当初感じていましたが、課題に準じて、残すものと開発するものとの区分を各チームが意識的

かつ適切に行っており、その結果、バランスのとれたダイナミックな力作が多かったように感じました。 

また、プレゼン動画では日本語のナレーターや字幕を併用した日本への配慮がある提案が多く、提案作

品を通じて、日本に対する理解への努力が伝わってきました。 

 

〇国際交流について 

本年度はお互いが他国の敷地に対して提案する事で、作品を通して相互理解を促すようなプログラムを

計画しました。意図としては、このワークショップ期間では、お互いが他国の事を主題として考える時間を

設ける事と、現地には行けない状況の中、日韓の学生間同士が敷地に対して情報発信を行い、コミュニ

ケーションを活性化出来るようにと考えました。結果として、残念ながら後者に関しては、企画者の思惑

通りにはいかずに、Webでの国際交流の難しさを改めて感じる結果となったが、開催後にはお互いにそ

れを望む学生達の意見も多く、主催者側からの SNSを利用してのサービスの提供を構築出来なかった

事が反省材料として残りました。 

日韓の提案に対しての学生間意見の反映としては「日韓学生賞」と題して、お互いの作品に投票するシ

ステムを作り、学生間による評価を行いました。 

発表自体は昨年同様に英語字幕をルール化したプレゼン動画の事前提出（及び事前視聴）を行う事に

より、お互いの提案の相互理解に一定の結果を残せたと考えています。 

  



〇最終結果（最終添付資料参考） 

本事業は講師によるワークショップを主とする事業の為、提案作品の優劣は重要視していませんが、参

加者のモチベーションの創出のための各賞を設けています。 

また、本年度は最終的にコロナウィルスに関わる社会状況により、日本チームに関しては希望性での現

地講評が可能な仕組みとしたため、韓国チームとの講評条件に差があった事も記載しておきます。 

 

以下に最終結果及び提案概要を記載します。 

 

☆講師及び主催者により選出した各賞チーム 

・最優秀賞：九州工業大学 A 

生活の形態変化による増改築の積み重なりにより発生したカオス的な間取りを、現状の生活スタイル

や未来への提案も兼ねて、丁寧かつ詳細に平面 PLANを再構築した提案 

・魚谷繁礼賞：釜山大学Ｂ 

旦過市場の持つ雑多な空間を縦方向に引き上げ、その特徴を断面 PLANにうまく表現出来た提案 

・JIA九州支部長賞：釜山大学Ｃ 

旦過市場の歴史や未来をフロアー毎に分けて空間を提案した提案。1Fには現在、2Fでは現在と未

来が混じりあい、3Fでは未来の旦過を表現している 

・JIA北福岡地域会賞：北九州市立大学 

ソマク村のコミュニティや魅力を路地に見出し、基本は間取りを変化させず、路地の再構築により空間

を豊かにしていく提案 

・魚谷繁礼 特別賞：釜慶大学 

旦過市場の残す箇所と開発していく箇所を明確に分け、全体を 4区画として、それぞれ特徴的な空間

を演出し、それらを繋いでいく提案。提案のスケール感が逸品で、現実的な提案にもなり得ている。 

 

☆日韓の学生間で選出した各賞チーム 

・日韓学生ワークショップ賞（日本）：九州工業大学 A 

・日韓学生ワークショップ賞（韓国）：釜山大学Ｃ 

 

講評者 ：魚谷繁礼（2020年度 JIA新人賞受賞者） 

    ：松山将勝（JIA九州支部支部長） 

 

 

 

 

■報告書作成者：JIA九州支部北福岡地域会 杉野友紀（地域会長） 



JIA国際交流活動報告写真 

〇魚谷繁礼氏公開セミナー（10月 3日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇中間講評会（10月 24日） 

 

 

 

 

 

 

 

素案のプレゼン及び魚谷氏からの指導 

 

〇最終講評会（11月 20日） 

 

 

 

 

 

 

釜山大学 B                                   東西大学  

 

 

 

 

 

 

釜山大学 C                                     釜慶大学 



 

 

 

 

 

 

慶星大学                                  九州女子大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

講評者（魚谷氏、松山氏）                               九州工業大学 B 

 

 

 

 

 

 

 

 

                九州産業大学                                    表彰式 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞（九州工業大学 A）                            集合写真（運営会場） 

  



公開セミナー告知ポスター（表） 



 

 

告知ポスター（表） 



 

告知ポスター（裏） 














